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当製品を安全に、また正しくお使いいただくために 

必ず本取扱説明書をよくお読み下さい。誤った使い方を

すると、事故を引き起こすおそれがあります。 

お読みになった後も必ず製品に近隣して保管してくだ

さい。 

取扱説明書 
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ここのの度度はは自自走走ババーーチチカカルルモモアアＣＣ－－７７をを御御購購入入頂頂きき、、誠誠にに有有難難ううごござざいいままししたた。。  

ここのの取取扱扱説説明明書書をを熟熟読読ししてて頂頂きき、、正正ししくく御御使使用用頂頂くくよようう御御願願いい申申しし上上げげまますす。。  

よよりり詳詳ししいいここととがが御御知知りりににななりりたたいい場場合合、、又又はは専専門門的的なな技技術術ササーービビススがが必必要要なな場場合合ににはは、、  

貴貴社社のの地地域域をを担担当当すするる弊弊社社営営業業所所、、代代理理店店にに御御連連絡絡下下ささいい。。  

ままたた、、部部品品をを御御発発注注頂頂くく際際ににはは、、必必要要ととすするる部部品品番番号号、、部部品品名名、、数数量量にに製製造造番番号号をを必必ずず  

御御知知ららせせ下下ささいい。。  

製製造造番番号号ププレレーートトははカカッッタターーフフレレーームム右右側側にに有有りりまますす。。  

いいつつででもも製製造造番番号号をを参参照照出出来来るる様様、、ここのの番番号号をを下下記記にに記記録録ししてておおくくここととををおおすすすすめめ致致ししまますす。。  

  

  

  

  

型型  式式    ＣＣ－－７７    型型      製製造造番番号号                      号号  

  

  

  

  

尚尚、、弊弊社社でではは絶絶ええずず、、研研究究開開発発をを続続けけてておおりりまますす。。従従っってて一一部部変変更更にによよりり、、本本書書とと食食  

いい違違うう場場合合ももあありりまますすがが、、御御了了承承願願いいまますす。。  

御御気気付付、、御御不不明明なな点点ににつつききままししててはは、、御御買買上上げげのの弊弊社社販販売売店店、、代代理理店店にに御御相相談談下下ささいい。。  
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  安安全全ににつついいてて  

  作作業業をを始始めめるる前前にに  

  

・・掃掃除除やや点点検検整整備備をを行行うう時時はは、、エエンンジジンン停停止止状状態態ににてて点点火火ププララググキキャャッッププをを抜抜いいてて、、  

万万一一、、他他のの人人ががエエンンジジンンをを始始動動出出来来なないい様様ににししててくくだだささいい。。  

  

・・屋屋内内ででエエンンジジンンをを回回ししななががらら点点検検すするる時時はは、、換換気気にに十十分分注注意意ししてて下下ささいい。。  

  

・・作作業業場場のの下下見見ををしし、、芝芝生生のの中中にに小小石石・・ひひもも状状ののもものの等等がが有有りりまますすとと、、刈刈物物ににははじじきき飛飛ばば  

さされれ危危険険でですすしし、、機機械械にに損損傷傷がが出出るる恐恐れれががあありりまますす。。  

  

・・燃燃料料キキャャッッププはは完完全全にに締締めめ付付けけてて下下ささいい。。  

  

・・燃燃料料補補給給時時はは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししてて下下ささいい。。  

  

・・エエンンジジンンのの作作動動中中はは高高熱熱状状態態ににああるるののでで、、絶絶対対にに燃燃料料のの補補給給ををししなないいでで下下ささいい。。燃燃料料、、  

又又はは揮揮発発ししたたももののがが直直接接エエンンジジンンにに接接触触すするるここととにによよりり、、引引火火やや爆爆発発のの恐恐れれががああるるかからら  

でですす。。又又、、たたばばここをを吸吸いいななががららのの燃燃料料補補給給、、火火のの近近くくででのの燃燃料料補補給給はは同同様様にに危危険険でですすかか  

らら絶絶対対にに行行わわなないいでで下下ささいい。。タタンンククにに燃燃料料をを注注入入ししてていいるる時時ににはは、、静静電電気気にによよるる引引火火  

やや、、爆爆発発のの危危険険をを防防ぐぐ為為ホホーーススととノノズズルル、、燃燃料料缶缶ととじじょょううごご等等ををタタンンククのの金金属属部部にに接接触触  

ささせせてておおいいてて下下ささいい。。  

  

  作作業業中中のの注注意意  

  

・・作作業業及及びび回回送送はは、、日日中中かか十十分分なな照照明明のの下下でで行行っってて下下ささいい。。  

  

・・エエンンジジンン・・ママフフララーー等等のの高高熱熱状状態態ににああるる物物のの上上ににはは、、芝芝生生、、木木のの葉葉等等をを堆堆積積ささせせなないいでで下下  

  ささいい。。可可燃燃物物がが堆堆積積すするるとと出出火火のの原原因因ににななっったたりり本本機機をを破破損損ささせせるる場場合合ももあありりまますす。。  

  

・・斜斜面面ででのの作作業業はは、、１１００度度をを限限度度にに上上下下方方向向ででななくく、、横横方方向向((等等高高線線方方向向))にに行行っってて下下ささいい。。  

  

・・斜斜面面ででのの方方向向転転換換はは危危険険でですすののでで行行わわなないいでで下下ささいい。。  

  

・・作作業業中中はは周周囲囲にに人人ががいいなないい事事をを確確認認ししてて作作業業をを行行っってて下下ささいい。。  
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安安全全のの為為にに知知っってておおくくこことと  

  

・・日日常常点点検検、、整整備備をを忘忘れれずずにに。。  

  

・・火火災災のの恐恐れれののああるる場場所所でではは作作業業ををししなないい格格納納場場所所はは火火気気ののなないい所所にに置置くくななどど火火災災予予防防にに  

  十十分分注注意意すするる。。  

  

・・酒酒気気をを帯帯びびたた状状態態、、体体調調不不良良なな時時はは作作業業をを行行わわなないい。。  

  

・・本本機機のの使使用用現現場場付付近近ににはは、、人人をを近近づづけけなないい。。  

  

・・作作業業着着ははダダブブつついいたた衣衣服服でで行行わわなないい。。ダダブブつついいたた衣衣服服はは回回転転部部分分にに巻巻きき付付いいたたりり、、操操  

  作作レレババーーにに引引掛掛るる恐恐れれががあありりまますす。。正正ししいい服服装装ににてて作作業業をを行行っってて下下ささいい。。  

  

・・子子どどももににはは決決ししてて本本機機をを運運転転ささせせなないいでで下下ささいい。。ままたた、、大大人人ででもも正正ししいい取取りり扱扱いい方方法法をを  

  知知ららなないい人人ににはは、、運運転転ささせせなないいでで下下ささいい。。ここののママニニュュアアルルをを読読みみ操操作作トトレレーーニニンンググをを受受  

  けけたたオオペペレレーータタ以以外外はは、、運運転転ししててははいいけけまませせんん。。  

  

・・飲飲酒酒運運転転はは厳厳禁禁でですす。。薬薬のの服服用用後後もも、、本本機機のの運運転転はは見見合合わわせせてて下下ささいい。。  

  

・・カカババーーがが正正ししいい位位置置ににああるるかか確確認認ししまますす。。カカババーーやや、、指指示示ララベベルル等等がが不不良良ででああっったたりり破破  

  損損ししてていいるる場場合合はは、、運運転転前前にに修修理理ままたたはは交交換換ししてて下下ささいい。。ままたた、、ナナッットト、、ボボルルトト、、ねねじじ、、  

  等等がが緩緩んんででいいたたらら、、安安全全運運転転をを期期すするるたためめににもも、、ししっっかかりりとと締締めめ直直ししてて下下ささいい。。  
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２２．．諸諸元元・・性性能能  

  

１１．．機機種種名名                    １１９９吋吋ババーーチチカカルルモモアア  

２２．．型型式式                      ＣＣ－－７７  

３３．．エエンンジジンン                  ロロビビンンＥＥＨＨ３３４４ＤＤ  

                              総総排排気気量量    ：：３３３３８８ｃｃｃｃ  

                              連連続続定定格格出出力力：：５５．．９９ｋｋｗｗ((８８．．００ｐｐｓｓ))//３３６６００００ｒｒｐｐｍｍ  

                              最最大大出出力力    ：：８８．．１１ｋｋｗｗ((１１１１．．００ｐｐｓｓ))//３３６６００００ｒｒｐｐｍｍ  

                              最最大大トトルルクク  ：：２２３３．．６６ＮＮ．．ｍｍ//２２５５００００ｒｒｐｐｍｍ  

                              燃燃料料        ：：自自動動車車用用無無鉛鉛ガガソソリリンン  

                              潤潤滑滑油油      ：：ＡＡＰＰＩＩ：：ＣＣＣＣ  ＳＳＡＡＥＥ：：３３００  

                                            ((シシェェルルロロテテララＳＳＸＸ３３００))１１．．２２ＬＬ  

４４．．カカッッタターー                  特特殊殊鋼鋼  ３３４４枚枚刃刃  

５５．．カカッッタターー昇昇降降              フフロロンントトネネジジジジャャッッキキーー昇昇降降  

６６．．深深ささ調調整整                  最最大大  ３３５５ｍｍ//ｍｍ  

７７．．作作業業能能力力                  ２２，，００００００～～２２，，７７００００㎡㎡//ｈｈ  

８８．．変変速速                      前前進進２２段段  

９９．．ミミッッシショョンン                ＦＦＤＤ２２００ＥＥＣＣ００１１  

                              ギギヤヤ－－オオイイルル  １１．．００ＬＬ  ＡＡＰＰ１１：：ＧＧＬＬ４４  ＳＳＡＡＥＥ：：９９００  

１１００．．タタイイヤヤ                  １１３３××６６．．００００  

１１１１．．外外形形寸寸法法                巾巾  ８８５５００ｍｍｍｍ××高高  ９９８８００ｍｍｍｍ××長長  １１６６３３００ｍｍｍｍ  
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３３．．各各部部のの操操作作  

  

１１．．  エエンンジジンン始始動動とと停停止止  

始始動動  エエンンジジンン始始動動のの前前にに、、走走行行ククララッッチチ及及びびカカ  

ッッタターーククララッッチチがが『『切切』』ににななっってていいるる事事をを  

確確認認ししててかからら、、リリココイイルルをを引引いいてて下下ささいい。。  

    停停止止  走走行行ククララッッチチ及及びびカカッッタターーククララッッチチをを『『切切』』          

          ににししアアククセセルルレレババーーをを戻戻しし、、エエンンジジンンにに付付  

          いいてていいまますすスストトッッププ釦釦ををエエンンジジンンがが停停止止すす  

          るるままでで押押しし続続けけてて下下ささいい。。  

  

２２．．  アアククセセルルレレババーー  

エエンンジジンンはは低低速速かからら高高速速ままでで調調整整出出来来まますす。。  

ババーーチチカカルル作作業業はは、、原原則則ととししててレレババーーをを引引ききエエンン  

ジジンンをを常常用用回回転転にに保保っってて使使用用ししまますすがが、、深深ささ調調整整  

やや芝芝のの状状況況にによよりり、、エエンンジジンン回回転転をを調調整整ししまますす。。  

  

３３．．  変変速速切切換換レレババーー  

フフレレーームム後後部部ののレレババーーににてて、、切切換換ええまますす。。原原則則とと  

ししてて１１速速がが作作業業、、２２速速はは回回送送ににななりりまますす。。  

変変速速レレババーーににてて切切換換ええるる時時、、本本機機走走行行レレババーー『『切切』』  

ににてて本本機機停停止止後後、、平平坦坦なな所所でで変変速速ししてて下下ささいい。。  

  

４４．．  走走行行ククララッッチチレレババーー  

走走行行  走走行行ククララッッチチレレババーー『『切切』』をを確確認認後後、、変変速速  

      レレババーーをを地地形形にに合合わわせせ適適速速にに入入れれまますす。。  

      エエンンジジンン回回転転をを上上げげ、、走走行行ククララッッチチレレババーー  

      をを徐徐々々にに手手前前にに引引きき、、『『入入』』のの位位置置でで走走行行  

      をを始始めめまますす。。  

停停止止  アアククセセルルレレババーーをを戻戻しし、、エエンンジジンン回回転転をを下下  

      げげ、、走走行行ククララッッチチレレババーーをを前前にに倒倒しし『『切切』』  

      のの位位置置ままでで戻戻すすとと停停止止ししまますす。。  

  

注注））１１．．作作業業はは通通常常１１速速でで行行いいまますす。。  

        ２２．．走走行行のの際際レレババーーのの急急激激なな操操作作ははベベルルトトのの破破損損ををききたたししまますすののでで、、必必ずず徐徐所所にに操操作作すす  

            るる様様、、御御注注意意下下ささいい。。  
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５５．．  カカッッタターーククララッッチチレレババーー（（カカッッタターーのの回回転転とと停停止止））  

回回転転  アアククセセルルレレババーーででエエンンジジンン回回転転をを定定格格回回転転  

      ままでで上上げげまますす。。カカッッタターーククララッッチチレレババーーをを  

      引引くくととカカッッタターーがが回回転転をを始始めめまますす。。『『入入』』  

      にに入入りりままししたたららレレババーーはは押押ささええなないいでで下下ささいい。。  

停停止止  アアククセセルルレレババーーをを元元にに戻戻ししまますす。。カカッッタターー  

      ククララッッチチレレババーーをを止止にに倒倒すすととカカッッタターーがが停停  

      止止ししまますす。。  

  

６６．．  旋旋回回  

本本機機ははトトラランンススミミッッシショョンン内内部部ににデディィフファァレレンンシシ  

ャャルルギギヤヤーーをを装装備備ししてていいまますすののでで、、旋旋回回ははハハンンドド  

ルルをを左左右右にに振振るるだだけけでで方方向向をを決決めめらられれまますす。。  

但但しし、、作作業業時時のの旋旋回回ははハハンンドドルルをを下下にに押押しし下下げげ、、  

フフロロンントト（（ババーーチチカカルル刃刃））をを浮浮かかししてて旋旋回回ししまますす。。  
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４４．．各各部部のの調調整整  

  

１１．．  作作業業深深ささ調調整整  

ａａ．．フフレレーームム右右側側にに有有りりまますすロロッッククののハハンンドドルル  

    をを反反時時計計にに回回ししロロッッククをを緩緩めめまますす。。  

  

  

ｂｂ．．深深ささ調調整整ハハンンドドルル下下ののロロッッククをを反反時時計計にに回回しし  

    ロロッッククをを緩緩めめまますす。。  

  

ｃｃ．．深深ささ調調整整ハハンンドドルルをを回回しし深深ささをを決決めめまますす。。  

  

  

ｄｄ．．調調整整がが終終わわりりままししたたらら、、ａａｂｂでで緩緩めめままししたた  

    ロロッッククをを締締めめてて下下ささいい。。  

  

  

ｅｅ．．作作業業場場所所ににてて、、前前ロローーララーー調調整整ののロロッッククをを  

    反反時時計計にに回回ししロロッッククをを緩緩めめまますす。。  

  

  

ｆｆ．．フフレレーームム側側黄黄色色ママーーククににロローーララーーブブララケケッットト  

    をを作作業業位位置置にに左左右右合合わわせせまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



 8 

２２..刃刃軸軸のの振振りり変変ええ  

本本機機はは刃刃軸軸がが左左右右同同じじ様様にに作作らられれてていいまますすののでで、、  

本本機機をを一一方方向向だだけけでで使使用用ししてていいるる場場合合、、左左右右のの刃刃  

軸軸をを振振りり変変ええててもも使使用用ででききまますす。。  

  

  

  

３３..カカッッタターーククララッッチチ調調整整  

カカッッタターーククララッッチチ『『入入』』ににてて、、シシフフタターーリリンンググにに  

遊遊びびがが出出るる様様ににロロッットトににてて調調整整ししてて下下ささいい。。  

  

４４..多多板板ククララッッチチ調調整整  

シシフフタターーブブーーリリーーとと本本体体のの摺摺動動面面及及びびシシフフタターー部部  

ににはは時時々々ググリリーースス等等をを給給油油ししてて下下ささいい。。給給油油のの際際  

デディィススククにに油油がが付付着着ししまますすとと、、トトルルクク低低下下をを起起しし  

ククララッッチチががススリリッッププすするる事事がが有有りりまますすかからら、、特特にに  

御御注注意意下下ささいい。。  

①①  止止めめ板板をを矢矢印印のの方方向向にに引引ききナナッットトのの面面にに乗乗せせまま  

すす。。  

②②  ナナッットトをを右右にに廻廻すすとと調調整整板板ととププレレッッシシャャーーププレレーー  

    トトのの間間隔隔がが減減少少ししてて、、トトルルククがが増増大大ししまますす。。        

③③  調調整整板板のの調調整整穴穴数数３３００個個でですす。。調調整整穴穴一一個個ずずつつ調調  

整整しし、、決決ししてて締締めめ過過ぎぎぬぬよよううににししてて下下ささいい。。  

④④  調調整整がが済済みみままししたたらら、、止止めめ板板ををナナッットトのの溝溝位位置置にに  

    戻戻しし、、ピピンンがが調調整整穴穴にに合合うう位位置置ににナナッットトをを調調整整しし  

    てて確確実実ににピピンンをを挿挿入入ししてて下下ささいい。。  
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５５．．始始業業点点検検  

  

１１．．エエンンジジンン  

・・エエアアーーククリリーーナナエエレレメメンントトのの汚汚れれをを見見てて下下ささいい。。  

・・エエンンジジンンオオイイルルのの量量ををゲゲーージジににてて確確認認ししてて下下ささいい。。  

・・エエンンジジンン回回りりががききれれいいににななっってていいるるかか確確認認ししてて下下ささいい。。  

  詳詳細細はは「「エエンンジジンン運運転転前前のの点点検検」」をを御御覧覧下下ささいい。。  

  

  

２２．．ベベルルトトのの点点検検  

    ・・走走行行ククララッッチチレレババーーをを『『入入』』ににししたた時時ののベベルルトトのの張張りりのの確確認認ををししてて下下ささいい。。  

    ・・ベベルルトトにに割割れれはは入入っってていいなないいかか、、磨磨耗耗ししてていいなないいかか確確認認ししてて下下ささいい。。  

  

  

３３．．ミミッッシショョンンオオイイルル  

    ミミッッシショョンンオオイイルルはは、、正正逆逆転転ボボッッククスス初初回回５５００時時間間、、そそのの後後１１００００時時間間毎毎にに交交換換ししてて  

    下下ささいい。。  

    使使用用オオイイルル  ＡＡＰＰＩＩ：：ＧＧＬＬ－－４４  ＳＳＡＡＥＥ：：９９００      １１ℓℓ（（ミミッッシショョンン））  

                                  ＳＳＡＡＥＥ：：９９００  ００．．５５ℓℓ（（正正逆逆転転ボボッッククスス））  

  

  

４４．．  各各部部ののレレババーー類類ががススムムーーズズにに作作動動すするるかか、、又又ＶＶベベルルトト、、締締付付ボボルルトト等等のの損損傷傷、、ゆゆるるみみ  

    等等なないいかか点点検検ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

５５．．  注注油油箇箇所所にに指指定定ググリリーースス、、オオイイルルをを注注入入しし回回転転部部、、摺摺動動部部のの潤潤滑滑をを充充分分行行っってて下下ささいい。。  

特特ににカカッッタターーククララッッチチシシフフタターーリリンンググ部部はは充充分分にに給給油油ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  



 10 

６６．．保保守守・・点点検検  

  

１１．．  定定期期点点検検  

エエンンジジンンをを常常にに良良好好なな状状態態でで使使ううたためめ、、次次のの点点検検表表にに従従っってて保保守守点点検検をを必必ずず実実行行ししてて下下ささいい。。  

((普普通通のの状状態態でで使使用用のの場場合合))  

運運転転時時間間  

  ８８時時間間((毎毎日日))  5500 時時間間((毎毎週週))  220000 時時間間((毎毎月月))  550000 時時間間  11000000 時時間間  

  ○○((毎毎日日))          

ｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝｵｵｲｲﾙﾙのの点点検検･･補補給給  ○○((毎毎日日規規定定最最大大値値ままでで補補給給すするる))      

ｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝｵｵｲｲﾙﾙ交交換換  初初回回 2200 時時間間目目  ○○        

点点火火ﾌﾌﾟ゚ﾗﾗｸｸﾞ゙のの清清掃掃    ○○        

ｴｴｱｱｰーｸｸﾘﾘｰーﾅﾅのの清清掃掃    ○○        

燃燃料料ｽｽﾄﾄﾚﾚｰーﾅﾅのの清清掃掃      ○○      

点点火火ﾌﾌﾟ゚ﾗﾗｸｸﾞ゙清清掃掃とと調調整整      ○○      

ｼｼﾘﾘﾝﾝﾀﾀﾞ゙ﾍﾍｯｯﾄﾄﾞ゙ののｶｶｰーﾎﾎﾞ゙ﾝﾝ除除去去        ○○    

        ○○    

        ○○    

オオーーババーーホホーールル        ○○  ○○  

２２．．点点火火ププララググのの清清掃掃とと調調整整  

    ①①ププララググががカカーーボボンンでで汚汚れれてていいるる場場合合はは、、ププララググ  

      ククリリーーナナ又又はは、、ワワイイヤヤブブララシシ等等でで汚汚れれをを落落ととししてて下下ささいい。。  

②②  電電極極間間隙隙のの広広いい場場合合はは側側方方電電極極をを曲曲げげてて  

00..66～～00..77 ㎜㎜にに調調整整ししまますす。。  

  

３３．．エエンンジジンンオオイイルルのの交交換換  

      初初      回回  ２２００時時間間運運転転後後にに交交換換  

      第第２２回回以以降降  ５５００時時間間運運転転ごごととにに交交換換  

①①  オオイイルル交交換換ははエエンンジジンンをを停停止止しし、、暖暖ままっってていいるる  

時時ドドレレンンププララググをを外外ししてて抜抜ききまますす。。オオイイルルゲゲーー  

ジジをを外外ししてておおくくとと早早くく抜抜けけまますす。。  

②②  オオイイルルをを注注入入すするる時時はは、、ドドレレンンププララググををししっっかか  

    りり、、締締めめてて下下ささいい。。約約１１．．２２ℓℓ入入りりまますす。。  

  注注））  エエンンジジンンオオイイルルがが汚汚れれてていいたたりり、、少少ななかかっったたりり、、  

        品品質質のの悪悪いい物物をを使使用用ししまますすととエエンンジジンンのの寿寿命命をを縮縮  

めめまますす。。常常にに良良質質ででききれれいいななオオイイルルをを規規定定量量保保つつ  

よようう注注意意ししてて下下ささいい。。  
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４４．．燃燃料料スストトレレーーナナのの清清掃掃  

    ①①  スストトレレーーナナカカッッププ内内にに水水ややゴゴミミがが溜溜ままっってていいなないい  

        かか調調べべまますす。。  

②②  ゴゴミミ等等がが溜溜ままっってていいるる時時はは、、燃燃料料ココッッククをを閉閉ににしし、、  

    スストトレレーーナナカカッッププをを左左にに回回ししてて外外ししまますす。。  

③③  スストトレレーーナナカカッッププ内内のの水水ややゴゴミミをを捨捨てて、、ココシシアア  

    ミミにに付付着着ししてていいるるゴゴミミもも捨捨てててて、、洗洗油油（（白白灯灯油油））  

    でで洗洗いい、、本本体体にに完完全全にに締締めめ付付けけまますす。。  

  

５５．．エエアアーーククリリーーナナのの清清掃掃  

    空空気気中中のの塵塵埃埃をを取取りり除除きき、、エエンンジジンンににききれれいいなな空空  

    気気をを供供給給すするるエエアアーーククリリーーナナエエレレメメンントトのの汚汚れれがが  

    酷酷くくななるるとと、、エエンンジジンンのの始始動動不不良良、、出出力力不不足足、、運運  

    転転にに不不調調ををききたたすすばばかかりりででななくく、、エエンンジジンンのの寿寿命命  

    をを極極端端にに短短くくししまますす。。  

    いいつつももききれれいいななエエアアーーククリリーーナナエエレレメメンントトににししてて  

    おおくくよようう心心掛掛けけててくくだだささいい。。  

    ウウレレタタンンフフォォーームムエエレレメメンントト  

・・  エエレレメメンントトをを抜抜きき取取りり、、洗洗油油((白白灯灯油油))でで洗洗浄浄  

    後後、、白白灯灯油油３３：：エエンンジジンンオオイイルル１１のの割割合合のの混混合合  

    油油にに浸浸しし、、固固くく絞絞っってて取取付付けけまますす。。  

ウウレレタタンンフフォォーームム不不織織布布２２重重構構造造  

①①  ウウレレタタンンフフォォーームムはは上上記記のの方方法法でで清清掃掃ししまますす。。  

②②  エエレレメメンントトはは洗洗油油でで洗洗浄浄後後、、ししずずくくをを切切っっててかか  

    らら白白灯灯油油３３：：エエンンジジンンオオイイルル１１のの混混合合油油にに浸浸しし  

    振振りり絞絞っっててかからら取取付付けけまますす。。  

・・  オオイイルルババスス及及びびププレレククリリーーナナ付付特特殊殊エエアアーーククリリ  

ーーナナをを御御使使用用のの場場合合、、そそれれぞぞれれオオイイルルパパンンのの清清掃掃  

ととオオイイルルのの規規定定量量補補給給、、タタスストトパパンンのの清清掃掃をを行行  

っってて下下ささいい。。  

  

６６．．燃燃料料パパイイププのの交交換換  

    燃燃料料パパイイププはは２２年年でで交交換換ししてて下下ささいい。。  

    尚尚、、点点検検時時漏漏れれ等等ののああるるももののはは２２年年をを待待たたずずにに交交  

    換換ししてて下下ささいい。。  
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７７．．保保管管方方法法  

  

日日常常のの保保管管  

①①  使使用用すするる毎毎にに必必ずず清清掃掃をを行行ううよよううににししてて下下ささいい。。  

機機械械にに付付いいたた草草やや泥泥はは、、腐腐食食のの原原因因ととななりりまますす。。  

②②  エエンンジジンン回回りりののゴゴミミやや埃埃はは、、エエンンジジンンのの故故障障のの原原因因ににななりりまますす。。  

③③  各各油油圧圧ババルルブブはは締締めめ、、レレババーー類類をを戻戻しし、、キキーーをを抜抜いいてて置置いいてて下下ささいい。。  

④④  機機械械にに直直接接雨雨がが当当たたららなないいよよううににししてて下下ささいい。。たただだしし、、シシーートト等等ででカカババーーををすするる時時  

ににはは、、ああるる程程度度のの通通気気がが保保ててるるよよううににししてて下下ささいい。。  

⑤⑤  ペペイインントト、、メメッッキキののははががれれ等等ががああるる時時はは、、補補修修をを行行っってて下下ささいい。。  

⑥⑥  清清掃掃後後ににはは注注油油をを行行っってて下下ささいい。。  

  

長長期期保保管管（（シシーーズズンンオオフフ等等））  

①①  必必ずず屋屋内内にに保保管管ししてて下下ささいい。。ももしし屋屋外外にに置置くく時時ににはは、、厚厚手手ののシシーートト等等をを利利用用ししてて、、  

    雨雨、、風風がが当当たたららなないいよよううににししてて下下ささいい。。そそのの時時ににはは、、舗舗装装のの上上でで水水のの通通りり道道ででなないい  

    所所をを選選びび中中がが蒸蒸れれなないいよよううににししてて下下ささいい。。  

②②  走走行行ククララッッチチ、、カカッッタターーククララッッチチはは『『切切』』のの位位置置ににししてて下下ささいい。。  

③③  平平坦坦なな場場所所にに置置きき歯歯止止めめをを掛掛けけてて下下ささいい。。  

④④  注注油油箇箇所所にに注注油油ををしし、、振振動動部部、、回回転転部部にに潤潤滑滑ススププレレーーをを振振りりかかけけてて下下ささいい。。  

⑤⑤  防防塵塵カカババーーをを掛掛けけてて下下ささいい。。  

⑥⑥  シシーーズズンン初初めめににはは、、特特にに気気をを付付けけてて機機械械のの操操作作をを行行ううよよううににししてて下下ささいい。。  
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